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ごあいさつ

本日はお忙しい中、私ども水星交響楽団(略称:水響)

の演奏会にご来場いただき、誠にありがとうございます。

さて、今回のプログラムは、前半に北米・南米を代表

する作曲家コープランドピヴイラ=ロポスの作品、そして

メインにブラームスの代表作である交響曲第I番という

水響得意の多少(笑)ユニークな組み合わせとなってお

ります。

アーロン・コープランドは、移民の国アメリカで漸く

現れた 「アメリカ独自の音楽」を産み出した音楽家のひ

ピりであり、次回の演奏会でとりあげるレナード・パーンスタインの師匠でもあります。代表作には「市民の

ためのファンファーレJIエル・サロン・メヒコ」等の作品がありますが、本日演奏する「ロデオ」もその一つ

です。通常は14つのタンスエピソード」という組曲形式で多く演奏されますが、本日は全曲版でお送りし

ます。組曲にはない魅力的な場面ぞろいで、特にあえて音程をはずして調隠されたホンキ一トンク・ピアノ

が活躍しますのでご注目下j¥、。

「フeラジノレ風バッハ」はブラジルの作曲家エイトル・ヴイラ=ロボスの代名詞ピも言われる代表作です。

それぞれ異なる編成による9曲からなり、チェロアンサンフルによる第 l番やソプラノ独唱ピチェロによる

第5番が特に有名です。第7番は、フル編成のオーケストラによる性格の異なった4つの曲からなっていま

すが、ブラジル風パツノ、9曲のなかて、も最もバッハの影響が濃い充実した内容を持つピ私は思います。重厚

な響きのなかに漂うエキゾチックな雰囲気を是非お楽しみに。

ヨハネス・ブラームスについては皆さまもよくご存知ピ思います。音楽史上欠かすことができない傑作

中の傑作であり、演奏している立場からしでもこれほどやりがいのある曲はめったにありません。水響ピ

しでも約20年ぶりに取り上げるこピになりますが、20年間の万感の想いをこめてお届けします。

それではごゆっくりピお楽しみください。

水星交響楽団

水星交響楽団

運営委員長 植松隆治

水星交響楽団は、 1984年に一橋大学

管弦楽団の出身者を中心に結成された

アマチュア・オーケストラである。

都内の主要ホール等で、定期演奏会を

年2町子い、マーラ一、ノカレトーク、ストラ

ヴインスキー、 プロコフィエフ、 ;j";Jレ

ストなど大編成の曲に積極的に取り組

んでいる。

楽団の名前の由来は、一橋大学のシン

ボ、ノレで、ある「マーキュリー」やセロ弾き

のゴーシュの「金星音楽団」から来てい

る等いろいろ考えられる。

考剤
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本日のプログラム

アーロン・コープランド バレエ「ロデオ」全曲 (約25分)

1. カウボーイの休日

2 牧場の夜恕曲

3 ランチ・ハウス・ノ守一ティー

4 土曜日の晩のワルツ
5. ホータqウン

エイトール・ヴィラ=ロボ、ス ブラジル風ノfッハ第7番 (約30分)

第1楽章前奏曲(ポンテイオ)
第2楽器 ジグ(カイピラ風カドリーュ)

第3楽章トッカータ(一騎打ち)

第4楽章フーガ (対話)

休憩 (15分)

ヨハネス・ブラームス 交響曲第 1番ハ短調Op.68(約45分)

第 1楽章 Un pocl sostenuto -Allegro 

第2楽章 Andantesostenuto 

第 3楽器 Un poco alletretto e grazioso 

第4楽章 Adagio-Piu andante -

Allegro non troppo， ma con brio -Piu allegro 

指揮費藤栄一

京都大学にて音楽学を、 国際基督教大学大学院にて美術史学を

研究。この問、指輝法を尾高忠明、田中一嘉、円光寺雅彦の各氏に

師事。1981年には京都大学交響楽団ピ 2週間に渡り、ドイツ、オース

トリアにて演奏旅行を行い、ザルツフ)レグ音楽祭などにて指郷。82

年には関西二期会室内オペラ・シリーズ第9回公演、ブリテン作曲

「ねじの回転J(関西初演)の副指輝者を務める。

84年に水星交響楽団の常任指揮者に就任。水星交響楽団、オルフ

祝祭合唱団との共催で、佐多達枝振り付けのバレエ「カルミナ・ブラーナJ(95年、東京文化会館)、「ダフニス

ピクロエJ(99年、新宿文化センター)を指揮した。その後、 「カルミナ・ブラーナ」のバレエ公演では、神奈川

フィル、東京シティ・フィルも指撮している。2∞5年には、同曲を含も、オルフの「トリオンフィJ3部作(4台
のピアノピ打楽器)を指揮している。

明治学院大学文学部芸術学科教授。著書に 「往還する視線 14-17世紀ヨーロッパ絵画における視線の

現象学J(近代文芸社)、「振っても書いてもしょせん酔狂J(水響興満新報社)がある。
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考朝

アーロン・コープランド バレエ「ロデオ」全曲

本日の演奏会の冒頭を飾るのは、アメリカを代表する

作曲家の一人、アーロン・コープランド (19001990)の
代表作、バレエ音楽 『ロデオ』。演奏会の開幕にふさわ

しい、華やかな曲です。

さて、 「アメリカ音楽」ピいったピきに、皆さんは何

を思い浮かべられるでしょう。ブルースやゴスペル、

ジャズ、カントリー・ミュージック、ラップピいった、

多桜な背景を持つポピュラー音楽。ミュージカルや、

映画音楽も盛んです。

では、いわゆる 「クラシック音楽」となるとどうでしょ

う。世界的指揮者であり作曲家であったレナード・パー

ンスタインは、水星交響楽団が愛好し、交響曲など数々

の作品を演奏してきました。「ラプソディー・イン・

ブルー~ ~パリのアメリカ人』 に代表されるジョージ・
ガーシュインや、 『タイプライター~ ~そりすべり 』 な

どで知られるルロイ・アンダーソンの作品は、曲名を

知らずとも、誰もが一度は耳にしたことがあるでしょ

う。楽譜に休符しか書かれていない 14分33秒」で知
られるジョン・ケージや、 「ミニマル音楽」でジャンル

を問わず人気のあるスティーヴ・ライヒ。近年なら、 『ス

ターウォーズ』 や ~E.T.~ 、 『ノ、リー・ポッター』 など数々

の映画音楽で知られるジョン・ウィリアムズを思い浮

かべる方もいらっしゃるでしょう。

このように様々な音楽を生み出してきた、 音楽大国

アメリカ。そのアメリカの 「クラシック音楽」の特徴

の一つは、アメリカのポピュラー音楽ピの距離の近さ

にあります。例えばガーシュインはジャズビクラシック

の融合を体現した人物でしたし、パーンスタインは交響曲

などの純音楽的大作を多く世に送り出し、またマーラー

をはじめとするクラシック音楽の指揮者として高名で

あるピ同時に、 「ウエストサイド・ストーリー』などの

ミュージカルでも人気を博しました。ジョン・ウィリ

アムズは、西欧のクラシック音楽から多大な影響を受

け、極めてシンフォニツクな映画音楽を次々に警き続

けるとどもに、協奏曲などの純音楽的作品も書いてい

ます。

もともと、多様なポピュラー音楽を生み出したのは、

アメリカの民族的多様性ピ深く関係しています。イギ

リス、フランス、ドイツ、スペイン、アイノレランド、

ロシア、ポーランドなどヨーロッパ各国や、ラテン・

アメリカ、奴隷制の時代に連れて来られたアフリカ系、

20世紀以降増え続けるアジア系など、アメリカには様々
な出自を持つ人々がおり、 「人種のサラダボウル」と形

容されます。様々な民族が涜入することは、各民族の

音楽を含む文化が涜入することを意味し、またそれら

の相互作用によって新たな文化が創造されることをも

たらします。「アメリカらしさ」ピは、アメリカが内包

する多様性と、それをもとにした創造性であるといえ

るでしょう。

他方で、 この複雑な 「アメリカらしさ」は、 「アメリ

カ的」音楽を書こうという模索を難しくします。多様

性と創造性は、 裏を返せばまとまりを欠き、分裂的で

あることを意味するからです。この間いに正面から向

き合い、 「アメリカ的」 音楽を模索したのが、コープラ

ンドでした。

コープランドは、ニューヨークでユダヤ系ロ シア移

民の家庭に生まれ、 14歳の頃からピアノや作曲を学び
ました。ジャズのイディオムを取り入れて世界的作曲

家ピなったガーシュインより後の時代にあって、始め

は彼もパリ留学中にジャスの要素を取り入れた作品を

多く 書きました。しかしながら、このE留学を通して彼は、
次第に、 一般大衆ピ現代音楽ピの隔たりを意識し、ジャ

ズとクラシックの融合というガーシュイン以来のアメ

リカ音楽の傾向から距離を置き始めます。そして、留

学からの帰国後、ジャズばかりではない 「アメリカら

しさ」を追求し始めます。彼は一方でヨーロッパから

の入植以来アメリカにも根付いている西洋的音楽語法

を極め、他方でアメリカ民謡を収集して作品に取り入

れ、また一般大衆にもわかりやすい簡明な作風を築き

上げていきます。ここにおいて彼は、現代音楽ピ一般

大衆の議離ピいう問題意識と、 一般大衆が築いてきた

国である 「アメリカらしさ」の模索とに、 一つの答え

を見出したのです。それが彼の簡明な作風であり、そ

の作風が、広く人々の心を今なお掴んで離さないので

しょう。

本日演奏するバレエ音楽 『ロデオ』は、そうした作

風の象徴的な作品。バレエ・リュス・ド・モンテカル

ロの委嘱で作曲されたバレエのための音楽です。この

バレエの内容や曲の構成について解説する前に、少し

だけ作曲時期についても触れておきましょう。作曲さ

れたのは 1942年、第二次世界大戦の頃でした。同年の
彼の作品として、やはり代表作に挙げられる、 「市民の

ためのファンファーレ」が知られます。ファンファー

レは大戦中にアメリカ市民を勇気づける意味合いを

持った作品であった一方で、 『ロデオ』の内容は極めて

娯楽的。一見全く異なる方向を向いているようにも思え

ますが、多くの主題をカウボーイ民謡に求めた 『ロデオ』

も、大戦期という時代背景の下で国民主義的色彩を帯

びた作品でもありました。「アメリカらしさ」を追求し

てきた彼は、この戦争の時代、作曲を委嘱するのにうっ

てつけの人物であったという側面もあるのです。

ロデオピは、カウボーイたちが荒馬を乗りこなして

競う西部開拓時代のスポーツで、競技のあとには、集

まった群衆とともにダンスや夕食も楽しむ一大イベン

トでした。また、家々が遠く離れ、集落がまだ形成され

ていなかった開拓時代にあっては、西部の女性が配偶者

を見つける場でもあったといいます。
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バレエの脚本は、「牧場の娘が一番人気のカウボーイ

に夢中になり、彼に近づくために男装するものの、そ

れがほかのカウボーイの不評や女たちの噺笑を浴びて

しまう。しかし、最後には女性として、埋想のカウボー

イピ結ばれる」ピいうもの。古い時代における伝統的

な性別の役割Iへの風刺にも見えるこの内容は、脚本家
の経験を投影したものであるといわれていますが、音

楽はとても華やかなもの。初演は大評判で、バレエや、

コンサー卜用に一部をカットした 14つのダンスエピ

ソード」は今日に至るまで広く演奏されています。ち

なみに、コープランドの指揮により、 14つのダンスエピ

ソード」は自作自演録音が残っていますが、今回演奏す

るのは、全曲版(正確にはパレエ上演から短い序奏の

みカット)。組曲ではカットされた 1曲を加えた、以下

の5曲で構成されます。

1.カウボーイの休日

曲は元気の良いファンファーレに始まり、続いて木

管楽器がこのバレエの主人公で、あるカウガール(カウ

ボーイ風に男装した女性)の主題を提示します。これ

に続いて、ロデオ競技の主題が、金管よって提示され

ます。主人公のカウガールが、村一番のカウボーイに

近づくために入場してくる場面です。続いて、 「お嬢さ

んジョー」という西部の鉄道歌とともに、カウボーイ

が入場してきます。この鉄道歌は大編成の打楽器によっ

て演奏されます。中間部には同じく西部民謡 「もしも、

あの男がカウボーイになってくれたなら」が用いられ

ています。この西部民謡は、トロンボーンやトランペッ

トなど様々なソロで繰り返されたあピ、カノン式に盛

大に奏され、続いて再びカウガールの主題が静かに帰っ

てきます。前述の西部民謡がフルオーケストラで再び

登場して、次の幽へと進みます。

2.牧場の夜怨曲
この曲は、カウガールの恋煩いの様子を表したもの。

もの淋l¥、序奏部を経て、オーボエのソロによるモチーフ
が現れ、拍子が頻繁に変わって進行します。主人公の

孤独を映すように西部の荒野の静寂な夜の情景を捕き

ます。カウガールは孤独に荒野を走り回り、それをカ

ウボーイが見つけるのですが、カウボーイは困惑した

様子で、微妙な距離感が続きます。

3.ランチ・ハウス・パーティー(バレエのみ)
村のランチパーティーでの情最を描いた3分ほどの短い
曲。前半はピアノ・ソロで演奏されるのですが、この

ピアノは 「ホンキ一トンク・ピアノ」が指定されてい

ます。これは音程が狂ったピアノのことで、コープラ

ンドは楽譜上にそうしたピアノの使用を指定していま

す。ホンキ一トンクピはもともとアメリカ南部の酒場

のことで、そこに調律もされず放置されているような

ピアノが名前の由来です。このピアノ・ソロをクラリ

ネットがより情感的に受け継ぎます。

カウガールは、カウボーイの様子を見、男装によっ

て近づくのを改め、彼女自身の女性らしさをカウボーイ

に訴えかけていくことになります。

4土曜日の晩のワルツ
フィドソレ(ウ*アイオリン)の不協和な調弦のような序奏

部に続いて、カウボーイが愛馬との別れを惜しむくさらば

愛しのまだら馬>から引用された哀愁を帯びたワルツ

が出現します。中間部はスローなスクエアダンスに転

じ、再び短縮されたワルツで終わります。

5目ホーダウン
活気に満ちたスクエアダンスの音楽で、しばしばこ

の曲のみ単独で演奏されます。「ホータウン」とは酒を

あおりながら全員踊り疲れて倒れるまで踊ること。

騒々しい序奏の後に登場する主題は民謡 「ナポレオン

の退却」。 再び1曲目で登場したロデオの動機が登場し

た後、 「ナポレオンの退却」はホルンの簡単なリズム伴奏

ピどもに弦楽合奏で演奏されます。続く中間部はアイル

ラント、民謡「マクラウド嬢のリール」に基づいたもので、

様々な楽器によるソロが受け継がれていきます。この

途中でクラリネットピオーボエによるスコットランド

民謡 「ギルデロイ」を挟んで、最後はそれぞれを組み

合わせた音楽で、カノン式にロデオのテーマが演奏され

て曲のクライマックスとなります。ここで会うボーイピ

村の娘はようやく結ばれます。崩量は、 「ナポレオンの退却

」が全奏で再び取り上げられて華々しく曲を閉じます。

カウボーイを中心に、西部開拓時代の風情たっぷり

なこの曲。組曲ピは異なり、全曲版はなかなか日本での

演奏機会がありませんが、組曲ではカッ卜された 「ホンキー

トンク・ピアノ」なども含め、お楽しみください。なお、

今回の演奏では、このためにホンキートンク・ピアノ

を調達します。

(東海林拓人)

考剤
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エイトール・ヴィラ=ロボス ブラジル風バッハ第7番
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ついに来ました 1水星交響楽団久々の南米作曲家!

いやー南米クラシック好きの筆者はこの時をずっと待って

いました 1今回は満を持Lて、南米音楽の父であり 20

世紀のクラシック音楽を代表する作曲家、エイトール ・

ヴイラ=ロボスの代表作「ブラジ川面レfッハ」より第7番

を取り上げます。

いや、待ってください。客席の皆さまの中にはこんな

声もあるのではないでしょうか?Iえっ、南米といえば

サッカーでしょ?最近だ?とオリンピック!サンパ(カーニ

ノりレ!)でしょ?あとはタンゴとかボサノパとかつクラ

シックなんて国|除みあるのつ」こんな方々のために、まずは、

南米とクラシックの関わりについてご紹介したいと思い

ます。

1.南米のクラシック音楽について

みなさんご存じのとおり、南米地域の多くは16世紀以

降に西洋諸国による入植が行われましたが、政治経済面

以外に文化面でも西洋の芸術が多くもたらされました。

ブラジルで、いえば、ポルトガル人により 500年前からク

ラシック音楽が持ち込まれた記録があり、 19世紀にはオ

ペラハウスまで建てられてヨーロッパの演目が上演され

ていました。

当初はいわゆる西洋音楽の模倣でしかなかったもの

の、 20世紀以降は徐々に国民の心に根付く民謡 ・儀式な
どで用いられるリズムやメロディがオマージュされるよ

うになり、南米クラシックの世界は西洋の器楽法や和声

法ピ古くから根付いてきた国民性・民族性が入り混じっ

た、独特な作品観に昇華されていったのです。

後述するヴィラ ・ロボス以外に、こんな作曲家たちが偉

大な作品を残し今も我々を楽しませてくれます。哀愁の

(泣きの)メロデイどか、どこか趣が似ている面もあり

ますね。今回演奏するブラジル風バッハなどはまさにそ

の典型です。

筆者の知る一階、の価値あり作曲家を並べてみました。

【おすすめ中南米クラシック音楽の巨匠たち】

国名 作曲家 代表作

このように 20世紀以降にラテン・アメリカで活践し

た作曲家たちに共通するのは、西洋音楽の伝統的な形式

を重んじながら、オリジナリティを民族音楽に求めてい

く姿勢です。街に流れる、故郷で慣れ親しんだ音楽こそ

が、彼らのアイデンテイティであり、クラシック音楽の

形式は表現の手段として存在するのかもしれません。

そして、なぜか出世作には短い曲が多いのが特徴 1交

響曲でも 30分を超える曲はほとんどありません。陽気
なラティ ーニャ達は意外に飽きっぽい!?短いぶんだけ

一回の演奏会でたくさん曲が聴けるし、今後日本のオー

ケストラもたくさん演奏してほしいなーと思う次第です。

2.ヴィラ=ロボスピは
~ブラジルが生んだ偉大な音楽家・ 教育家~

Heitor Villa-Lobos (エイト ール・ヴィラ=ロボス、
1887-1959)は1887年3月5日、ブラジルのリオ・デ・ジャ

ネイロに生まれました。多くの偉大な作曲家がそうで

あったように、ヴィラ=ロボスも決して裕福な家庭で生ま

れたわけではなく、父親のラモンはブラジル国立図書館

で織を得ていたものの、生活は当時の水準以下といった

ところ。貧しい生活の中で、音楽好きだったラモンは息

子にチェロやクラリネットを教え、自宅で仲間たちと夜

な夜な開催するアンサンフ'>J~火会に参加させていったよう

です。その頃のブラジルでは 'choro(ショ ーロ)Jピ呼
ばれる即興のアンサンフソレがポピュラー音楽として定着

説明

メキシコ カyレロス・ 交響曲第2番 ヴィラ・ロポスと並ぶ中南米クラシック町大作曲家であり、教育家。交響曲は4作省いており、
チャベス 「インディオj 第 2番はあの偉大なパーンスタインが来日公出で演奏している『レニーと繋がりの深い水響

(1899-1978) で、いつか泌奏したい(野望)。

シルベストレ・ マヤ族の夜・ 「南米町ストラヴィンスキーj の異名を持つ奇才。スペイン内戦の際には義勇軍に参加する

レプエJレタス センセマーヤ 行動派。極貧生活の中で数々の刺激的な作品を残しています。特に代表作「マヤ族の夜」は

0899-1940) まさに狂気の沙汰 1

アウトウーロ・ Dar官。nシリーズ メキシコ現代音楽町人気作曲家。キューパの伝統的な古車・ダンスジャンルの rDanzonJをモチー
マルケス 0950・) フにLたオーケストラ1111が大ヒット。中でも第2番は最高傑作!くうーかっこいい 1

プエルトリコ ロベルト ・シエラ 交響曲第3番 プエルトリコの現代作曲説。偉大なナクソス・レーベルが教えてくれた(百皿ks!Mr.Yan!)ラテン・
0953-) 「ラ・サJレサJ アメリカ最高のシンフォニー 「ラ・サルサJを作IIIILています。まさにサルサダンスで出来た

ンンフォニーはアメリカを中心に人気沸勝!ちなみにンエラ、あのリゲティの弟子です。すげ一。

ベネズエラ エベンシオ・ パカイリグアの ベネズエラを代表する作曲家。近年世界的に有名になった指櫛者グスダーポ・ドゥダメルも自国
カステリャーノス 盟なる十字架 のレパートリーとして多く取り上げている。

(1915 - 1984) 

アルゼンチン 7Jレベルト・ パレエ音量 アルゼンチンの作曲家教育家。代表作の 「エスタンンア」はアルゼンチンの地域音楽・民謡

ヒナステラ 「エスタンシアj をオマージュした南米クラシックを代表する名IUI!マランポ 1あのアメリカ町大作1111誕アーロン ・

0916-1983) -ハープ協事1111 コープランドの弟子でもある。

アストJレ・ピアソラ リベルタンゴ、 なんと ピアソラはヒナステラの弟子であり、彼のもどで音楽理論や作曲を学んだ。独自の世界

0921-1992) アディオス・ノニーノ、 観でタンゴの革命を起こし、ワールドワイドでメジャーなミュージシャン。

J<ンドネオン

協奏曲なピ多数
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しており、ギターなどの楽器も覚えたヴィラ=ロポスは

ショーロを通じて自身の音楽観を形成していったようです。

(のちにヴィラ=ロボスは 「ショーロ集」を自作で発表

しています)

~ ! Iーロバンドはフルート押一向ーニョ…し引
弦聖器)・マンドリン・パンティロ(タンバリンに近い打栗器)が基本編成。
ブラジル音楽の源流に位置付けられ、サンパもボサノパもショーロ文化から始
まったと言われています。

院主

精力的な 10代を過ごしたヴイラ=ロボス青年は、その

後オーケストラのチェロ奏者としてわずかな収入を得な

がら、室内楽を中心に作曲家としてオ端的に活動しました。

地方での自身によるヴィラ=ロボス全曲演奏会開催を皮

切りに、当時の首都リオでの演奏会開催など、少しずつ

ブラジルの楽壇で名が知れるようになってきたのが 20

代後半-30代前半。そして、31歳のどき、人生の転機が・・・

かの世界的に有名なピアニストであるアルトウ ール -

Jレーピンシュタインピの出会いでした。

当時から世界的に有名だったルービンシュタインです

が、ブラジJレを演奏旅行で回っていた際に地元の音楽家

から 「天才」として紹介されたのがヴィラ=ロボスでした。

出会った際はその無愛想で、偏屈な姿勢に反感を持ったよ

うでしたが、ブラジ、ノレ滞在も終盤に差し掛かったある朝、

目が覚めると蚊帳の外でヴィラ ・ロボスが楽器を担いで

待機していたピのこピ。彼は自分の曲を聞かせるために

起きがけを狙って奏者を集めて待機していたのです。その

場で演奏したヴィラ=ロボス作曲のフルー トピクラ リ

ネットによる「ショーロス」を聞いたルービンシュタインは、

すぐその才能に惚れこみ、ヨーロッパに帰ったのちヴィ

ラ=ロボスの曲をたびたび演奏会で紹介して普及に貢献

するだけでなく、彼のパリ留学の費用を(なんと本人に

内緒で!)パックアップしています。

またノレーピンシュタインピの出会いと同じころ、第一次

世界大戦の講和条約締結を記念したコンサートが政府に

よって企画さn.ガラコンサートの演目として作曲の依
頼が回ってきました。気合を入れて作った交響曲第3番
「戦争」 は初演で大成功をおさめ、第4番「勝利」第5番
「平和」も続けて作曲するなど、ブラジノレで、の彼の地位

を引き上げることになります。こう して、政府や楽壇、

そしてヨーロッパでの支援者を得たヴィラ=ロボスは、

1923年に悲願のパリ留学を実現させるのです。

パリでは(勉強というより)自身の作曲した管弦楽曲・

合唱曲を精力的に発表し、ラウ守エルやプロコブイエフピ

いった著名な作曲家たちとも親交を深めるなど、作曲家

としての国際的な地位を一気に高めていきました。ヨー

ロッパの音楽家にとって、ヴィラ=ロボスの音楽は、非常

に新鮮なものピして捉えられたようです。

一時帰国などもありま したが、パリには 1930年まで

滞在しました。帰国後はブラジ)レ音楽を題材にした曲を

精力的に作曲し、ブラジル圏内だ、けでなく圏外の演奏旅行

も活発に行いま した。また音楽芸術教育庁の長官に就任

し、音楽教育の普及に尽力しました。教育活動の一環で、

4万人ピも言われるサッカースタジアムの観客に向けて
ブラジル国歌を合唱指栂する機会もあったようです。

国際的な名声を得たショ ーロ好きの少年は、アメ リカや

フランスを中心に世界中で演奏活動を展開し、 1959年

に72歳でその華々しいサクセスストーリーに幕を下ろ

すのです。

3.ブラジル風バッハについて
ヴィラ=ロボスは生涯で 1.000曲以上を作曲したとい

われる大変な多作家です。(紛失 ・消滅した譜面もあり、

総数は本人含め誰も正確に把握していない !)ジャンル

も室内楽、合唱、 管弦楽曲、 交響曲、バレエや映画音楽

まで様々。本日演奏する 「ブラジル風パ、ノハ」はその中

でもヴィラ=ロボスを代表作といえます。

原題はiBachian田 B田sile回sJで、直訳するピ 「ブラジル屈1・
ノ〈ツノ、風」となります。日本語訳だけ見るとバッハを

ブラジノレ風にアレンジしたような印象を持ちますが、

おそらく本人の意図ではない。どちらかと言うと 「ブラジル

風かなー?やっぱりノミツノ、風かなー?とやっちも好きだから

両方題名にしちゃおう!Jでしょうか。筆者ピしては、
バッハもブラジル音楽もショーロ も全部大好きなヴィラ=

ロボス青年か、リスベク卜しているこれらの音楽をセンス

満点に譜面に散りばめた作品だと!思っています。l番から

9番まで形式や編成も様々ですが、すべてパリ留学後に
普かれ、ヴィラ=ロボスの中では後期を代表する作品に

位置づけられます。帰国後の演奏旅行の目玉と して、 世界

各地で演奏されてメジャーになったに違いありません。

本日演奏する 7番を含め、編成の違いをまピめてみました。

番号 作曲年 編 成

第1番 1932年 チェロ8本

第2番 1933年 室内オーケストラ (管楽器1管編成)

第4番 1942年 ピアノ曲ピ Lて構想されたが改訂され
(管弦楽):Jj{) オーケストラ曲に

第5番 1938年 ソプラノ独唱とチェロ8本

第6番 1938年 7)レートピファゴット

第7番 1942年 フルオーケストラ (3管編成)

第9番 1945年 無伴奏合唱版も しくは弦楽合奏版

4.ブラジル風パツハ第7番
この曲は一言でいえば 「フQラジルの哀愁」。 南米音楽

ピいうこピでド派手なサウンドを想像される方も多いピ

は思いますが、第7番は哀愁に満ちた美しいメ ロディが

たくさん出現します。バッハ的なフーガを巧みに使った

オーケストレーションや南米ノ リの裏拍ヒ。ツチカー卜伴

奏は、さすが天才ヴィラ=ロボス!おすすめ作曲家で派

手な曲ばかり列挙した自分が恥ずかしくなるくらい、ノ

スタルジックな曲となっています。

弓引
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第 1楽章前奏曲(ポンテイオ)

ポンテイオ (Ponteio)ピいうのは同時期に活躍した
ブラジルの作曲家カマルゴ・グァルニエリ(1907-1993)
の用いた造語で、ポルトガル語のpontear(=ギターな

ど弦楽器などを弾く)ピ p陀ludio(=前奏曲)を混ぜた

ものだそうです。その名の通り、 冒頭の木管楽器の物哀

しいメロディを優しく弦楽器がヒ。ツチカートで伴奏しま

す。曲は徐々に感り上がり、金管打楽器が入ってオーケ

ストラの全奏を迎えますが、どこか影のある音楽。

ああっ、哀愁のカサプランカならぬ哀愁のブラジレイラ。

第2楽章ジグ(カイピラ風カドリーユ)

ジグ(イタリア語で Giga)は、バロック期の舞曲を指

します。カイピラ風カドリーユ (QuadrilhaCaipira)は

ブラジルのカイピラ文化(田舎風〕の男女ペアの民族舞

踊です。ヨーロッパのジグピ同様に、 6/8拍子で早い
リズムの音楽です。フーガ風に 6拍目から各楽器が折り
重なっていく オーケストレーションは水響腕の見せどこ

ろか!?中間部では哀愁のクラリネットメロディが俳裂

します。

第3楽章 トッカータ(一騎討ち)
トッカータ(t即日泊)ピは、主に鍵盤楽器による、速

いフレーズや細かな音形の変化が特徴の即興音楽です

が、ブラジル風バッハ7番には、 一騎打ち (Desafio)の

副題があり、これは田舎の歌合戦(演者が挑戦し合う)

を指すピもいわれています。冒頭 CoCo(ココナッツの

固い種皮で木を叩く南米ならではのスペシャルな楽器)

ピシロフォンの連打を合図に、管楽器ピ弦楽器がまさに

歌合戦!これまた哀愁のトッカータが織り成されていき

ます。

第二楽章も同じですが、 早いメロディ、分厚いオーケ

ストレーションであっても、どこか哀愁が漂い、ここが

7番最大の魅力であると思います。弦の裏拍ピッチカー

トはこの楽章でもいろいろな場面で登場します。ぜひ耳

を澄ませてみてください。

第4楽章フーガ(対話)
この楽章は非常にパツハ的ピ言えるのではないでしょう

か 1得意のフーガ形式で、 冒頭チェロの主題をさまざまな

楽器カ守斤り重なりながら引き継いでいきます。悲哀のこもっ

た深遠なテーマで、とてもサンパだけがフ矛ラジルじゃない

こどを確信するでしょう。折り重なり膨張する哀Lみが、テイ

ンパニの登場から一気に怒涛となり全奏クライマソクスへ!

なお、最後のフェルマータに出てくるポンポ CBonbo)ピい

う楽擦は南米(特にアルゼーンチンやボリビア)のフォルクロー

レ(簡単に言えば民族音楽)で

使われるもの。CoCoに続きまた

も民族楽器を用いて、 Bachianas

Brasileiras Iブラジル風・バッハ

屈Uのコンセプトにふさわしい

終末を迎えるのです。

最後にブラジル風ノ《ツハ第5番、アリアの歌詞を一部抜粋
してご紹介します。作曲は第7番の約4年前ですが、世界観

が近いと思います。

Em anseios d'alma para 6car bela 
美しくなるために魂は不安を覚え

G口taao ceu e a terra toda a N atureza! 

大空巴大地、大自然に向かつて叫ぶ

Cala a passarada aos seus tristes que阻 umes
些の悲しい嘆きを凶草、烏たちは黙る

E reflete 0 mar toda a Sua riqueza 

そして、海はその蹄きすべてをl映す

Suavc a luz da lua despcrta agora 

やさしく月の光は今目覚めさせる

A crucl saudade que ri c chora' 
笑い、叫ぷ残献なノ耳鼻ノνジーを

本日の演奏を聴きながら、少し故郷のことを思い出し

てみてください。南米のクラシック音楽の魅力が一層理

解いただけると思います。

(格康太郎)

号剤

三割



際予

ヨハネス・プラームス 交響曲第 1番ハ短調Op.68
間違いなくオーケストラによるクラシック音楽を代表

する曲のひとつですよね。その衝撃の冒頭に魅せられた

のはいつのことだったでしょうか?高校生の頃の FMラジ
オの音だったと思うのですが. なんだかダァーっと衝撃

的な分厚い響きに驚いたのを党えています。うかつにも

曲名を確認しないまま時が過ぎていくものの、とさおり

頭をよぎるその響きが気になって、何度ピなくその筋の

友人になんだの3ダァーっと分厚い響きで始まるすごい曲

知ってるか?ときいてはみたもののもちろん話は伝わら

ないままだったのでした。とにかくネリベルやらニクソン

やらフーサやら締羅星のような現代吹奏楽にはまりはじ

めた頃でしたからねえ。きっとあれも名のある新進現代

作曲家の作品なのだろうピ思っていたわけです。そうお

もって現代曲コーナーばかり探していたのですから見つ

からないわけですよねえ。ょうやく判明したのは高校も

終わる頃にNHJC年末特集で放送されたカラヤン/ベルリン
フィルのフ守ラームス交響曲全集を見たときでした。なん

とこれが名高きブラームスの1番だったのか!新進の現代

作曲家じゃないのか!ピいった衝撃も同時に受けたので

した。

とはいえ不協和音盛り盛りの衝撃の冒頭から一転する

アレグロの主部以降はいわゆる伝統的クラシックの響き

に感じられ、 若き現代曲マニア的にはあまりぐっとこな

かったんですよねえ。あのまぼろしの曲はなんなのかと

捜し求めていたにもかかわらずです。あ冶なんという若気

の至り.. ピころが大学オケに入ったときに先輩が担当

されたブラームスの I番は決して冒頭だけの曲ではあり

ませんでした。そりゃそうですよねえ。申し訳ございま

せん。

ブラームスは生涯に4曲の素晴らしい交響曲を書いた
わけですが、第l番はなんだか別格ですよね。といった

こピで無知な私ピしてはまずはブラームス本を紐解いて

みました。ありがとう横浜市立図書館。

どの本も3分のlくらいはシューマンピのお話ですね。そ

れからたくさんの手紙。そしていつもどこかに旅していま

Lた。当時のこピはわかりませんがいろんなところに徒歩

で1:1:¥由、けるんですよねえ。ノ〈ックノ守ッカーだったのかもし

れません。ピアニストとして世に出て、リストピはうまくい

陸主

かなかったらしい20才のブラームスがシューマンを訪ねた
のも徒歩旅行であったと言います。健脚ですねえ。わたしの

ヨーロツパの印象のひとつは都市と都市のあいだはすごく離

れていて建物も人影もみえないというものなんです。あん

なになんにもないところを歩いていくなんてよほどの孤目虫

好きか旅中毒か、はたまた登山家のような心境なのかな

と思ってしまうのです。ちなみ

にそのころのブラームスは音楽

室の後ろに貼ってあったひげも

じゃではなかったのですね。イ

ケメンです。紅顔の美青年です。

シューマンカヰ苗かせたというこの

スケッチをごらんくださいませ。

グラビアか少女マンガかといっ

た印象ではありませんか。さて

/¥  

y-J品d..j略叩一

この美青年ブラームスが精神の い時州引い山ー

病であったピいうシューマンを ザ~与

元気づけ、情熱的な賛辞を受け、 l~~.;担祝日.~ヨL量重曹・u・1I!!;i"'".JIi沼:::1<・E・

その妻であり著名なピアニストであったクララ・シュー

マンに魅せられたのだそうです。ドラマですね。心から

尊敬するシューマンの賛辞に衝撃をうけたブラームスは

その内気な情熱によって極めて厳しい自己批判で全ての

自己作品を見直したそうです。

その頃シューマンが音楽出版社ブライトコプフに書いた

手紙はこんな具合です。

「ここに一人の若者が現われ、彼はその驚嘆すべき音楽

によって私たちにこの上なく深い感銘を与えました。今後

彼は、音楽の世界において最も大きな感動を呼び起こす

であろうと私は確信しております」

(デュッセルドルフ、 1853年10月8日付)

そういったことでそれまでの作品をだいぶ書き直して

からとのことですが、ついにブラームスは(きっと歩いて)

ライプツイッヒに向かいブライトコプフピ交渉を果た

し、遂に作品が初出版されたとのこピです。翌 1854年に
はふたたびハノーパーに(きっと歩いて)訪れたヨアヒム

の家で、演奏旅行中のシューマン夫妻に再会したのでし

た。しかし再会の喜びもつかのまに、シューマンはライン

川に身を投げ、入院して しまったのでした。ああ...やが

て亡くなってしまったシューマン。ブラームスは残され

たクララピ8人の子供達を守っていくことを決意すると
同時に「結婚」しないこども決意したそうです。「自由に、

だが孤独に。」

相変わらずウィーン、パーデンバーデン、ハンフ、ノレグ、

ボンなとす子ったりきたりしているうちに母親が亡くなり

1867年の大作 「ドイ ツレクイエム」を発表。ょうやく
作曲家と しての生活を決心したとのことです。そのとき

ブラームス36才。でもまだ交響曲は書きませんねえ。や
がてウィーン楽友協会の芸術監督に就任しますが3年で

逃げ出し、ついに42才のとき、交響曲に取り組んだそう
です。ウィーンで庶民のレストラン 「赤毛のハリネズミ」

に通いながら、バルト海のリューゲン島に滞在しながら、

弓引
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ド、ボJレジャークを見出しながら。最後の仕上げはパーテ、ン

パーデン、クララの別荘だったそうです。執筆には2年

とかからなかったとのことですが、その構想は 21年前

から練られていたそうです。22才のピきから書いては破

り書いては破り。そして仕上げたものは必ずクララに見

てもらう。そのピきのクララのコメントは 「この交響曲

には、ベートーウaエン的な構築カピスケーノレの大きさが

うかがわれます。JIただし、この偉大さを理解するには、
すぐれた批評家の耳が必要でしょう。」 ピいうものだっ

たそうです。クララの慧眼もすばらしいですよねえ。衝撃

の官頭、暗い情熱、わずか1年後にベルチャツハで書か

れたピいう第2番の明るく素直な響ヨピは明らかにちが
う世界の交響曲ですよね。シューマンとの出会いと賛辞

からスタートした 22才の野望をついに 43才で完成させ

たのですね。クララをはじめさまざまな人と出会いな

がらも結婚や芸術監督などの安定と責任を拒否し続け

たブラームス。ずっと青年の心と野望を持ち続けた人

だったのではないでしょうか。「自由に、だが孤独に。」

そのころの友人への手紙にはこうあります。

「さて、ここにお伝えしておきたいピ思いますのは~た

ぶんあなたは大変驚くでしょうが~私の交響曲は演奏時

間が長くかかり、また必ずしも魅力的ではないというこ

とです」

(カール・ライネック宛)

うーん、ブラームスの魅力ピ言うのはピっつきやすい

ものではないピ思うのです。その一端はメロディの分か

りにくさではないでしょうか?ここからは私なんぞが語

るのはおこがましいところではありますが、第1番の中身

に入ってみたいと思います。4つの楽章からできています
ね。まずは第l楽章です。

冒頭は不協和音満載の衝撃サウンドです。この中に歌

えるメロディを見出す方というのはすでにかなりのその

道の方ではないでしょうかつコントラパスピティンパニ

がド~ド~ド~ピ鳴り響かせるなか、木管ピヴィオラは

ド~シフラット~ラ~ピ降りてきますLゥーァイオリンピ
チェロはド~ドシャープ~レ~と登っていくんですよ。

同時に響き渡るんです。なかなか歌えないですよねえ。そ

れなのにこれが全曲に渡って使用される主題のひとつだピ

いうのです。(そう言えばこのテーマはプロコフィエフの

『ロメオピジュリエット』のモンタギュ一家ピキャプレット

家のテーマやマルチヌーの l番の衝撃冒頭にも通じるも

のがありますねえ。どちらもかっこええですね。)この

衝撃の序奏から一転してアレグロに入った所でさっそく

ド~ドシャープ~レ~を使ってからようやくミフラット

ソ~ミフラットソ~という少しは歌えそうな主題が登場

し(実はすでに序奏に登場してますが)、 古典的な色合

いになりますね。しかしながら、この主題だけを取り出

して歌ってみたくなる人はどのくらいいるのだろうかつ

ピ思うわけです。このあたりに 22才の構想から 43才の

発表まで書いては破り書いては破ってきた野望と執念が

こもっているのではないかと思うのです。こんなに歌え

ない衝撃の冒頭なのはこの第 1番だけですよね。その後

の交響曲第2番、 3番、 4番の冒頭はいずれも口ずさみたく

なる印象的なメロデイばかりじゃないですか。いいメロデイ

ありますよねえ。

それでは第l番ってだめなん?とならないところが第l番

特有の凄みだと思うんですよね。不協和音満載の魅力的

ではない冒頭主題にも関わらず、その展開は綴密かっ繊細

に調や音色を紡いで様々な魅惑の響さがあらわれます。

もちろんそれだけでも素晴らしいわけですが、 実はそこ

に隠れている歌いづらい主題に気がついてしまうと、そ

れが全体を貫いて長い長い大河ドラマのようなドラマ

ティックな姿が浮かび上がってまいります。こうなった

らもうあなたは第l番の虜!腐になったらこのドラマ

ティックはこの歌いにくい主題じゃないとあかんやろ!

という人になってしまうことでしょう。ブラームスの魔力

ですよねえ。こういう感じは第2番以降の交響曲ではな

かなか味わえないと思うんです。さてそんな第1楽章は

厳しく力強くはげしい展開を繰り広げたのち、あの衝撃

の序奏部をなにかを諦めたかのように薄明るい響きで再現

させて静かに終わってしまいます。ほんま驚きですねえ。

それでは第2楽章に参りましょう。ゆっくりピした歩

み。ピころどころ迷いながらも 1人で思いを巡らせて空

を見上げているようですよね。旅を続けたブラームスな

らではのモノローグではないかなあ。美しいオーボエや

クラリネット、ホルンビヴァイオリンのソロも誰かに向

けたものというより l人でなにかを想いながら弾いてい

るように思います。ヨハ才、ス暗い情熱ピ言われる所以で

はないでしょうか。私的にはベートーヴェンの交響曲第

5番の第2楽章の冒頭を思い出したりします。もちろん
ブラームスは途中にファンファーレピか入れませんけ

どー

さあ、ここまでも相当素晴らしいわけですがやはりこ

の後が重要です。私的には第2楽章一までは自分を見つめ
た独り言の世界。そして第3楽章からはいよいよ顔をあ

げて誰かに語り始めていると思うのです。

ピいったことで第3楽章は第4楽章への胸踊るような
導入編です。皆さんいかがでしょうか?素晴らしく歌え

るメロディではありませんか!これまではなんだったの

かつ朴諭ピして愛らしいクラリネットソロからはじまっ

て、ああ、よかったね。といった感じにすっピ終わって

しまいます。話しかけられたような気がしませんかっ

弓剤
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陸主

際F

陸全

第4楽章は再び第 l楽章官頭の衝撃主題ピ陰鯵なエ
コーのアダージョ序奏からスタートです。うーまた歌え

ないなあ、とこがメロディかなーピなるわけですが、 実

はここにはいずれアレグロて、はっきりあらわれる真打ち

のメロディがひそんでいますね。にくいですねえ。さて

怒涛の展開がティンパニの長いロールで断ち切られ静

まっていくピ ティンパニピ弦楽器の密やかな 12連符の
響きの上にホルンが、そしてフルート力士誰かに向かって

歩き出す素晴らしいメロディを高らかに鳴り響かせま

す。素晴らしい!なんて素晴らしいのでしょう!ここだ

けでも後世に残る名曲 1そして神の楽器トロンボーンの

祈りのコラ-)VO これは天の相づちなのかなあ。ぁ、な

んという美しい響き。そしてまた自立のメロディが帰っ

てきます。もうたまりません~ピ悶えているとそこに駄

目押しのようにやってくる弦楽合奏の真打ちメロディ!

前を向いて歩き始めるアレグロです。くーっ!これがブ

ラ1ですよねえ。高校の頃はここにたどり着く前に飽き

ちゃってたんだよなあ。冒頭に驚いただけだったんだよ

なあ。ピ今思う52才の秋なのでした。学生の頃のアマオ
ケ宴会でマラ 3てどんな曲?というよくある質問に冒頭
のホルンを歌い始めると、思わずブラ 1の4楽章になっ
てしまうというくらいの素晴らしいメロディです。ぁ、

そうなんて、すよね。凡人がラジオや CDで聴いていても
なかなか集中して4楽章までたどり着かない曲なんじゃ
ないでしょうか。演奏会に行くピか先輩がやってるピか

自分が演奏するとかでないとねえ...だけどそこまで到達

してしまったらもう抜け出すこピはできませんよ~その

後はもっともっとめくるめく箇所満載ですよね!皆さん0

3あここからは解説不要です。打楽器奏者としてはここ
から勝負どころですが、そちらも解説不要ですね。

、J 〆

E男思想理事閉ヲ想書掴l

交響曲第1番の初演は 1876年 11月4日、それはワー
グナーがパイロイト祝祭劇場のこけら落としで 「ニーベ

ルングの指輪」を初演した年だったそうです。すごい時代

ですねえ。

それでは若き日の野望に満ちた衝撃の冒頭から自立した

天上のメ ロディにいたるブラームスの 21年聞をお楽し
みくださし、。141年前の来週の土曜日に思いを馳せて..目

(山本勲)

演奏会のご案内

水星交響楽団第57固定期演奏会

2018年4月30日(月・祝)

13:00開場 13・30開演(予定)

ミユーザ川崎 シンフォニーホール

全席自由 1，500円

ノfーンスタイン 『ウエストサイド・ストーリー』より

シンフォニック・タ守ンス

マーラー 交響曲第7番ホ短調

指揮斉藤栄一

ゲスト・コンサートマスター 西江辰郎

(新日本フィルハーモニー交響楽団コンサートマスター)

水星交響楽団ホームページ http://suikyo.jp
お問い合わせ(Eメーノレ) info@suikyo.jp 

一橋大学管弦楽団第65固定期演奏会

2017年12月15(金)

18:00開場 19:00開演

東京芸術劇場大ホール

全席指定 5席 1，000円 A席 500円

ラウザエノレ ラ・ウeアノレス

レスピーギ ローマの松

ラフマニノフ 交響曲第2番ホ短調

指揮田部井剛

一橋大学管弦楽団ホームページ

http://jfn.josuikai.nel/circles/orchestra/ 
お問い合わせ(Eメ-Jレ) info.hit.concert@gmail.com 
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臨主

常任指拘i者
費藤栄一

ファーストヴァイオリン
伊東陽子
。梅津詩帆
遠藤楓
大西彩加
岡村昂洗
佐藤直人
津旧知洋
鈴木尚志
高橋照
高原苑
滝i宰蘭
土屋 和|盗
永井翠
日比俊太
宮川妙子
宮川雅裕

セカンドウtアイオリン

石川 貴隆
織井奈津乃
加藤峻ー
川原ひかり
黒川夏実
小林美佳
機田雅信
鈴木満里奈
砂川 湧
瀬応江里加l
。待、地仲保
西沢洋
前田啓
森勇人
米嶋龍昌

ド

隆主

際?

水星交響楽団 第56固定期演奏会出演者

ウVオラ コントラノ〈ス ファコット
秋枝美咲 阿部洋介 伊藤綾香
網中愉香 石附鈴之介 小田中優介
。太田文二 大西功 金谷蔵人
小津未来 。刈田淳司 。震井一夫
落合純一 小久保沙耶 領ぬ知治
川俣英男 機井望
木村納 悶中文彬 ホJレン

古宇田印l 野村美里 伊集院正宗
田中優 増損l悠太 岡本真哉
平田拓也 。口啓
三上さやか フノレート i栄村美佳
山口実 門脇文子 山崎智哉

斎藤美I~~ 山城崎香
チェロ 西村かよ子
大久保雅子 。本田洋二 トランベ、ノト

加藤砦子 浅間健二
木田萌子 オーボエ 家田恭介
北岡正英 黒川 達郎 。岩瀬 世彦
小林玄季 。粛藤 I~'í~量 金子恭江
。首藤ひかり 寺田吉太郎 神山優美
備iJiil.子 野口秀樹
中山 怒ー トロンボーン
中山佐知子 クラリネット 石井志歩
森千晃 清水樹土 小林威之
能岡雅人 。藤原誠明 桜井統

前中悠輔i c佐藤幸宏
横地篤志 茂木楓花

本演奏会でお世話になったトレーナーの先生方
毛布

長町雅人

古野瀞

菅野宏一郎

三橋敦

西江辰郎

山口述平

水星交響楽団運営委員会

jill営委員長植松隆治

コンサートミストレス梅津詩帆

弦インスベクター 川俣英男、刈田淳司
木管インスベクター横地?意志

金管インスベクター佐藤幸宏

林窓秀

山田裕治

(五十音順・敬称略) 当

楽諮 伊集院正宗、野口秀樹

古川雅裕
運搬 刈田淳司
会場横地篤志

打楽部インスベクター山本勲
広報・受付岡本真哉、鈴木海里、

鈴木牧、土屋和降、

東海林拓人総務伊東陽子

ステージ・マ不一ジャー棲井統

会計金子恭江、黒川夏実

協全

レセプション 川原ひかり、首藤ひかり

インシュベクター格康太郎、永井翠

デザイン津田まや

司

アューノ、

植松隆治
東海林拓人

ノミー力、ノション

上聞祥太朗
岸敦子
品崎並実
鈴木海里
芹i宰美津穂
。裕康太郎
高橋淳
山本勲

ハープ
東森真紀子

ピアノ
西沢洋

チェレスタ
鈴木海里
西沢洋

。=パートトップ
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